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配偶者が厚⽣年⾦に加⼊している場合1

  第3号被保険者とは？

厚⽣年⾦保険の加⼊者（第2号被保険者）に扶養されている20歳以上60歳未満の配偶者は、国⺠年⾦の第3号被保
険者となります。第3号被保険者は、⾃⾝で国⺠年⾦保険料や厚⽣年⾦保険料を納める必要はありません。

‧

この保険料は、厚⽣年⾦制度全体で負担されるため、個別に納付する必要はありません。年⾦額の計算において
は、保険料納付済期間として扱われるため、年⾦の受給資格を満たすことができます。

‧

  扶養の条件

配偶者が厚⽣年⾦保険（第2号被保険者）に加⼊していること‧

第3号被保険者となるためには、以下の条件を満たす必要があります。

⾃⾝の年収が130万円未満であること（勤務先の健康保険組合によっては106万円未満の場合もあり）‧

国内に居住していること‧
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扶養に⼊るメリット3

 保険料の負担軽減1

配偶者以外（親や⼦など）を健康保険の扶養に⼊れることは可能ですが、年⾦制度には「扶養」という概念はありません。そのため、被扶養者が20歳
以上60歳未満の場合、国⺠年⾦の第1号被保険者として保険料を⾃分で納める必要があります。

‧

親や⼦を扶養に⼊れた場合でも、年⾦の保険料負担が免除されることはありません。‧

配偶者以外を扶養にする場合2

第3号被保険者の場合、⾃⾝で年⾦保険料を納める必要がないた
め、経済的な負担が軽減されます。

‧

健康保険の扶養にも⼊ることで、健康保険料もかかりません。‧

 将来の年⾦受給2

保険料を納めていなくても、年⾦額の計算上は「保険料納付済期
間」として扱われるため、年⾦の受給資格（最低10年の加⼊期
間）を満たしやすくなります。

‧

ただし、第3号被保険者の期間は国⺠年⾦（基礎年⾦）のみの加
⼊となるため、厚⽣年⾦に⽐べて将来の年⾦額は少なくなる可能
性があります。

‧


